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は
じ
め
に

日
本
古
代
の
医
薬
文
化
が
、
中
国
や
朝
鮮
半
島
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
受
容
さ
れ

て
き
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、

韓
国
で
出
土
し
た
薬
物
名
を
記
し
た
木
簡
を
出
発
点
に
、『
延
喜
式
』
な
ど
に
み
え

る
古
代
日
本
の
医
薬
文
化
を
、
お
も
に
朝
鮮
半
島
と
の
関
わ
り
か
ら
述
べ
て
み
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
古
代
日
本
の
医
薬
文
化
と
朝
鮮
半
島
と
の

関
わ
り
は
、
文
献
史
料
の
上
か
ら
広
く
確
か
め
ら
れ
る
。
古
く
は
『
日
本
書
紀
』
允

恭
天
皇
三
年
春
正
月
朔
条
に
「
使
を
遣
わ
し
て
良
き
医
を
新
羅
に
求
む
」、
同
年
秋

八
月
条
に
「
医
、
新
羅
よ
り
至
れ
り
。
則
ち
天
皇
の
病
を
治
め
し
む
」
と
あ
る
。
む

ろ
ん
伝
承
に
過
ぎ
な
い
が
、
医
薬
文
化
を
め
ぐ
る
朝
鮮
半
島
と
の
関
係
を
意
識
し
た

記
述
で
あ
る
こ
と
に
は
相
違
な
い
。

ま
た
、『
日
本
書
紀
』
欽
明
天
皇
一
五
年
二
月
条
に
、
百
済
か
ら
易
博
士
、
暦
博

士
ら
と
と
も
に
「
医
博
士
」「
採
薬
師
」
が
渡
来
し
た
と
す
る
記
事
が
あ
る
の
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
四
月
戊
子
条
に
、
新
羅
使

節
が
、「
薬
物
」
を
献
じ
た
と
す
る
記
事
も
み
ら
れ
る
。

な
お
、『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
四
月
己
巳
条
に
よ
れ
ば
、
医

療
系
官
人
で
あ
っ
た
難
波
連
奈
良
の
遠
祖
徳
来
は
、
も
と
高
麗
の
人
で
百
済
国
に
帰

し
て
い
た
が
、
雄
略
天
皇
が
百
済
国
に
才
人
を
求
め
た
と
き
に
貢
進
さ
れ
、
そ
の
後
、

そ
の
五
世
の
孫
恵
日
が
唐
で
医
術
を
学
ん
だ
と
あ
り
、
難
波
連
奈
良
が
半
島
系
の
渡

来
人
の
系
譜
を
ひ
く
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

人
的
交
流
の
面
だ
け
で
は
な
く
、
薬
物
そ
の
も
の
の
将
来
に
お
い
て
朝
鮮
半
島
の

は
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
。
た
と
え
ば
自
生
し
な
い
薬
草
に
つ
い
て
は
、
新
羅

商
人
た
ち
に
よ
っ
て
日
本
列
島
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
、
八
世
紀
後
半
の
正
倉
院

所
蔵
の
鳥
毛
立
女
屏
風
の
下
貼
と
し
て
使
用
さ
れ
た
「
買
新
羅
物
解
」
か
ら
確
認
で

き
る
（
（
（

。
薬
草
に
つ
い
て
の
知
識
は
、
東
ア
ジ
ア
の
人
々
の
交
流
を
通
じ
て
、
共
有
さ

れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
文
献
史
料
の
ほ
か
に
、
近
年
出
土
し
た
木
簡

に
よ
り
、
古
代
日
本
と
朝
鮮
半
島
と
の
医
薬
文
化
の
つ
な
が
り
は
ど
の
程
度
描
く
こ

古
代
東
ア
ジ
ア
の
医
薬
文
化
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と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
か
つ
て
、
韓
国
・
慶
州
の
雁
鴨
池
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
薬
物
名
の
書
か
れ
た
木
簡
に
つ
い
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
が
（
（
（

、
本
稿
で
は
あ

ら
た
め
て
、
こ
の
木
簡
に
つ
い
て
新
し
い
知
見
を
ふ
ま
え
て
論
じ
て
み
る
こ
と
に
し

た
い
。

一
雁
鴨
池
出
土
薬
物
名
木
簡
（
一
九
八
号
）
の
概
要

慶
州
の
雁
鴨
池
は
、
新
羅
時
代
の
王
宮
推
定
地
、
月
城
の
東
北
に
隣
接
す
る
池
で

あ
る
。
一
九
七
五
年
か
ら
の
発
掘
調
査
で
、
数
多
く
の
遺
物
が
出
土
し
、
そ
の
中
に

三
〇
点
以
上
の
木
簡
も
含
ま
れ
て
い
た
。

雁
鴨
池
木
簡
に
つ
い
て
は
、
発
見
当
初
よ
り
調
査
に
携
わ
っ
て
い
た
李
基
東
氏
に

よ
り
木
簡
に
関
す
る
調
査
報
告
が
な
さ
れ
、
日
本
に
も
紹
介
さ
れ
た（（
（

 

。

慶
州
・
雁
鴨
池
出
土
木
簡
は
、
中
国
年
号
の
記
載
さ
れ
た
木
簡
の
存
在
に
よ
り
、

そ
の
多
く
が
八
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
む

ろ
ん
、
一
括
資
料
で
は
な
い
た
め
、
年
代
幅
は
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
（
（
（

、
少
な
く

と
も
八
世
紀
代
の
木
簡
が
中
心
で
あ
る
こ
と
は
問
題
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

資
料
群
が
い
ず
れ
も
八
世
紀
代
で
あ
る
と
い
う
点
は
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
同

時
期
の
日
本
列
島
で
は
、
正
倉
院
文
書
や
平
城
宮
木
簡
な
ど
の
大
量
の
同
時
代
史
料

が
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
同
時
代
史
料
を
手
が
か
り
に
、
雁
鴨
池
出
土
木
簡
の
内

容
や
性
格
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
、
八
世
紀
に
お
け

る
新
羅
と
日
本
の
、漢
字
を
媒
介
に
し
た
文
化
交
流
の
様
相
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
木
簡
は
、『
韓
国
の
古
代
木
簡
』〔
国
立
昌
原
文
化
財
研
究
所
、

二
〇
〇
四
年
〕の
雁
鴨
池
出
土
木
簡（
一
九
八
号
）（
木
簡
番
号
は
、『
韓
国
の
古
代
木
簡
』

に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
公
表
当
時
は
釈
文
が
明
ら
か
で
は
な

か
っ
た
が
、
こ
の
木
簡
に
つ
い
て
、
尹
善
泰
氏
の
研
究
に
よ
り
、
薬
物
名
を
列
記
し

た
木
簡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
（
（

。

そ
の
後
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
と
二
〇
〇
六
年
三
月
に
、
共
同
研
究
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
李
成
市
氏
、
平
川
南
氏
、
橋
本
繁
氏
、
三
上
喜
孝
が
、
国
立
慶
州
博
物
館
や

国
立
中
央
博
物
館
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
、雁
鴨
池
出
土
木
簡
の
調
査
を
行
っ
た
。

問
題
の
一
九
八
号
木
簡
は
、
二
〇
〇
六
年
三
月
に
国
立
慶
州
博
物
館
で
調
査
し
た
も

の
で
あ
る
。
赤
外
線
カ
メ
ラ
に
よ
る
釈
読
作
業
を
経
て
、
こ
れ
ま
で
釈
読
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
部
分
を
含
め
、
新
た
な
釈
文
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
九
八
号
木

簡
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
筆
者
に
よ
る
検
討
を
公
表
し
て
い
る
が
（
（
（

（
以
下
、
前
稿
と

呼
ぶ
）、
そ
の
後
の
知
見
も
ふ
ま
え
て
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
こ
の
木
簡
を
と
り
あ

げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

図1　雁鴨池出土薬物名木簡1行目、2行目
図2　雁鴨池出土薬物名木簡3行目
いずれも赤外線写真、 ［『韓国の古代木簡』
国立昌原文化財研究所、2004 年］より

図1図2
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新
た
に
判
明
し
た
木
簡
の
釈
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

木
簡
は
、
断
面
三
角
形
の
棒
状
の
木
片
の
二
面
に
墨
書
が
確
認
さ
れ
る
。
文
字
の

な
い
面
は
、「
大
黄
」
で
始
ま
る
面
と
同
じ
く
ら
い
の
幅
が
あ
り
、「
青
木
香
」
の
面

よ
り
も
広
い
。
下
端
は
刃
物
に
よ
る
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

書
式
に
つ
い
て
み
る
と
、
薬
物
名
を
列
挙
し
て
そ
の
下
に
一
両
、
三
分
な
ど
の
重

量
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
部
分
の
薬
物
名
の
右
上
に
、「
了
」
の
字
を
く
ず
し

た
と
思
わ
れ
る
鉤
形
の
合
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。

当
初
、
一
つ
の
面
に
二
行
書
き
で
薬
物
名
を
書
い
た
も
の
の
、
一
つ
の
面
で
は
収

ま
ら
ず
、
別
の
面
に
残
り
の
薬
物
名
を
一
行
書
き
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二　

木
簡
に
み
え
る
薬
物
名
の
検
討

赤
外
線
カ
メ
ラ
に
よ
る
調
査
に
よ
り
、
従
来
は
釈
読
不
明
と
さ
れ
て
い
た
箇
所
に

つ
い
て
も
新
た
に
判
読
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
よ
り
多
く
の
薬

物
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
木
簡
の
性
格
に
つ
い
て
は
前
稿
に
お
い
て
検

討
し
た
が
、
本
稿
で
は
お
も
に
薬
物
名
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

確
認
で
き
た
薬
物
名
は
、
甘
草
、
大
黄
、
青
木
香
、
胡
同
律
、
皀
角
、
青
袋
（
青

黛
）、
升
麻
、
朴
消
、
黄
連
、
支
子
、
藍
淀
で
あ
る
。

釈
読
作
業
の
過
程
で
参
考
と
な
っ
た
の
は
、
正
倉
院
の
北
倉
に
伝
わ
る
「
種
々
薬

帳
」
で
あ
る
〔『
大
日
本
古
文
書
』
四
―
一
七
一
〕。
こ
の
「
種
々
薬
帳
」
は
、
聖
武
天

皇
の
七
七
日
忌
に
あ
た
る
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
六
月
二
一
日
に
、
追
善
供
養

の
た
め
に
光
明
皇
后
が
東
大
寺
大
仏
に
献
上
し
た
薬
物
を
記
録
し
た
も
の
で
、「
国

家
珍
宝
帳
」
と
な
ら
ぶ
献
物
帳
の
一
つ
で
あ
る
。

雁
鴨
池
出
土
木
簡
に
記
載
さ
れ
て
い
る
薬
物
名
の
多
く
が
、
こ
の
「
種
々
薬
帳
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
薬
物
と
共
通
し
て
い
る
点
が
、
注
意
を
ひ
く
。
具
体
的
に
は
、

木
簡
に
み
え
る
「
大
黄
」「
甘
草
」「
朴
消
」「
黄
連
」「
胡
同
律
」
な
ど
が
、「
種
々
薬
帳
」

に
も
登
場
す
る
。

ま
た
、
奈
良
・
東
大
寺
の
正
倉
院
宝
物
と
し
て
残
っ
て
い
る
鳥
毛
立
女
屏
風
の
下

貼
り
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
「
買
新
羅
物
解
」
に
も
、
当
時
の
貴
族
が
新
羅
商
人
か

ら
買
い
求
め
た
と
思
わ
れ
る
薬
物
の
名
前
が
み
え
る（（
（

 

。
こ
れ
ら
の
「
買
新
羅
物
解
」

は
、
ほ
ぼ
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
頃
に
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
中

に
も
、
本
木
簡
に
み
え
る
薬
物
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。

さ
ら
に
最
近
、
集
英
社
版
の
『
延
喜
式　

下
』〔
二
〇
一
七
年
〕
が
公
刊
さ
れ
、
典

薬
寮
の
篇
目
に
つ
い
て
は
丸
山
裕
美
子
氏
に
よ
る
詳
細
な
注
が
付
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。 

本
稿
で
も
、
そ
れ
に
依
拠
し
つ
つ
、
雁
鴨
池
木
簡
に
み
え
る
薬
物
名
に
つ
い
て
若
干

の
検
討
を
行
い
た
い
。

甘か
ん
ぞ
う草マ

メ
科
の
植
物
カ
ン
ゾ
ウ
の
根
お
よ
び
根
茎
に
比
定
さ
れ
る
。『
本
草
和
名
』
に

よ
れ
ば
、「
ア
マ
キ
」
と
あ
り
、「
出
陸
奥
国
」
と
あ
る
。「
種
々
薬
帳
」
に
も
み
え
、

「
買
新
羅
物
解
」
に
も
新
羅
か
ら
の
購
入
品
目
と
し
て
み
え
る
。

飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡
に
、

･  
甘
草
一
両　

豉
一
升

･  

桂
心
二
両
半　

□
（
一
二
九
）
ミ
リ
×
（
一
七
）
ミ
リ
×
四
ミ
リ　

〇
八
一
型
式

○
雁
鴨
池
出
土
木
簡
（
一
九
八
号
）

                 

〔
九
ヵ
〕

・   
大
黄
一
両 

□
分　

 

黄
連
一
両　

皀
角
一
両　

 

青
袋
一
両　

 

升
麻
一
両      　

 　

 
甘
草
一
両　

 

胡
同
律
一
両　

 

朴
消
一
両　

  

□
□
□
一
両　

　
　
　

・　

□
□
□
□　

 
青
木
香
一
両　

  

支
子
一
両　

 

藍
淀
三
分　
　
　
　
　
　
　

三
〇
八
ミ
リ
×
三
九
ミ
リ
×
二
六
ミ
リ



302

国立歴史民俗博物館研究報告
第 218 集   2019 年 12 月

播
信
郡
五
十
斤

合
百
廿
斤
＜

讃
信
郡
七
十
斤

一
五
九
ミ
リ
×
二
六
ミ
リ
×
四
ミ
リ　

〇
三
二
型
式

と
あ
る
の
も
、
信
濃
国
か
ら
の
大
黄
の
貢
進
物
付
札
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
（
（1
（

。

な
お
、
甘
草
の
項
で
あ
げ
た
藤
原
宮
木
簡
に
も
、
漏
廬
湯
方
の
処
方
と
し
て
大
黄

が
み
え
る
。

「
種
々
薬
帳
」
に
も
大
黄
が
み
え
る
。「
買
新
羅
物
解
」
に
も
新
羅
か
ら
の
購
入
品

目
と
し
て
「
太
黄
」「
大
黄
」
が
み
え
る
。
正
倉
院
薬
物
に
も
現
存
し
、
中
国
産
の

錦
紋
大
黄
（
断
面
に
つ
む
じ
紋
が
多
く
み
ら
れ
る
重
質
の
大
黄
）
で
あ
る
と
さ
れ

る
（
（1
（

。天
平
九
年
（
七
三
七
）
の
疫
病
の
際
に
出
さ
れ
た
「
典
薬
寮
勘
文
」（『
朝
野
群
載
』

巻
二
一
、
凶
事
）
に
は
、
傷
寒
に
と
も
な
う
豌
豆
病
（
天
然
痘
）
の
治
療
法
と
し
て
、

「
初
発
覚
欲
作
、
則
煮
大
黄
五
両
服
之
」
と
み
え
る
。

『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に
は
、
年
料
雑
薬
と
し
て
、
尾
張
国
、
武
蔵
国
、
美
濃
国
、

信
濃
国
、
陸
奥
国
、
越
前
国
、
越
中
国
が
大
黄
を
貢
進
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

本
来
ダ
イ
オ
ウ
は
日
本
で
自
生
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
大
陸
あ
る
い
は
朝
鮮

半
島
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
ダ
イ
オ
ウ
（
チ
ョ
ウ
セ
ン
ダ
イ
オ
ウ
）
を
、
比
較
的
適
所

で
あ
る
陸
奥
国
や
信
濃
国
な
ど
の
高
冷
地
で
栽
培
し
た
可
能
性
が
想
定
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
す
る
説
が
あ
る
（
（1
（

。

青
木
香

木
香
と
も
い
う
。
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
の
根
に
比
定
さ
れ
る
。『
本
草
和
名
』
に
は

和
名
が
み
え
な
い
が
、「
出
播
磨
国
」
と
あ
る
。
も
と
も
と
輸
入
薬
物
で
、「
買
新
羅

物
解
」
に
み
え
る
。

正
倉
院
文
書
の
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
閏
一
二
月
二
日
「
奉
写
二
部
大
般
若

と
書
か
れ
た
も
の
が
あ
り
（
（
（

、
ま
た
藤
原
宮
Ｓ
Ｄ
一
〇
五
・
一
四
五
出
土
の
木
簡
に
、

・  「
漏
廬
湯
方
漏
廬
二
両
升
麻
二
両
黄
岑
二
両
大
黄
二
両
枳
実
二
両

 　

白
僉
二
両
白
微
二
両
勺
薬
二
両
甘
草
二
両　
　
　
　
　
　
　
　

」

・  「
麻
黄
二
両
漏
廬

　
 

新
家
親
王　

 

湯
方
兎
糸
子
□　
　

本
草
」

三
〇
二
ミ
リ
×
三
四
ミ
リ
×
六
ミ
リ　

〇
一
一
型
式

と
書
か
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
（
（1
（

、
七
世
紀
の
時
点
で
甘
草
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。

正
倉
院
薬
物
に
も
甘
草
九
六
〇
斤
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
中
国
産
と
考

え
ら
れ
て
い
る（（1
（

 

。

『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に
は
、
年
料
雑
薬
と
し
て
常
陸
国
、
陸
奥
国
、
出
羽
国
が
甘

草
を
貢
進
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

大だ
い
お
う黄タ

デ
科
の
植
物
シ
ョ
ウ
オ
ウ
ダ
イ
オ
ウ
の
根
茎
に
比
定
さ
れ
る
。『
本
草
和
名
』

に
は
「
オ
ホ
シ
」
と
あ
る
。

藤
原
宮
木
簡
に

・
高
井
郡
大
黄
＜

・
十
五
斤
＜

一
四
二
ミ
リ
×
二
七
ミ
リ
×
三
ミ
リ　

〇
三
二
型
式

と
書
か
れ
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
（
（1
（

。
高
井
郡
は
信
濃
国
高
井
郡
に
あ
た
る
。

「
郡
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
大
宝
令
制
下
の
藤
原
宮
（
七
〇
一
～
七
〇
九
）
に

関
わ
る
木
簡
で
あ
ろ
う
。
同
じ
信
濃
国
で
い
え
ば
、
長
屋
王
家
木
簡
に



303

［慶州・雁鴨池出土の薬物名木簡再論］……三上喜孝

経
料
雑
物
収
納
帳
」（『
大
日
本
古
文
書
』
一
六
―
一
二
五
）
に
、「
薫
陸
一
両
青
木

香
五
両
雑
香
参
両
」
を
買
っ
た
と
い
う
記
載
が
み
え
て
お
り
、
同
時
代
の
日
本
に

も
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。「
種
々
薬
帳
」
に
は
み
え
な
い
が
、
正
倉
院
に

は
青
木
香
の
現
物
と
さ
れ
る
も
の
と
「
青
木
香
」
と
墨
書
さ
れ
た
布
袋
が
残
っ
て
い

る
（
（1
（

。天
平
九
年
（
七
三
七
）
の
「
典
薬
寮
勘
文
」（
前
掲
）
に
は
、
傷
寒
に
と
も
な
う

豌
豆
病
（
天
然
痘
）
の
治
療
法
と
し
て
、「
又
青
木
香
二
両
、
水
三
升
、
煮
取
一
升
、

頓
服
」
と
あ
る
。

『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に
は
、
年
料
雑
薬
と
し
て
、
尾
張
国
、
下
総
国
、
常
陸
国
、

近
江
国
、
上
野
国
、
下
野
国
、
播
磨
国
が
青
木
香
を
貢
進
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。

胡こ
ど
う
り
つ

同
律

　

胡
桐
涙
と
よ
ば
れ
る
生
薬
と
同
じ
か
。
原
植
物
は
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
科
の
テ
リ
ハ
ボ

ク
あ
る
い
は
そ
の
近
縁
植
物
か
と
推
定
さ
れ
る
。「
種
々
薬
帳
」
に
「
胡
同
律
」
が

み
え
る
。
ま
た
、
正
倉
院
薬
物
に
も
胡
同
律
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。『
新
修
本
草
』
で 

は
、｢

胡
桐
涙
…
…
一
名
胡
同
律
」
と
み
え
る
（
（1
（

。｢

胡
同
律｣
の
表
記
が
慶
州
・
雁
鴨

池
木
簡
と
日
本
の
正
倉
院
文
書
で
共
通
し
て
使
わ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

升し
ょ
う
ま麻キ

ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
植
物
シ
ョ
ウ
マ
の
根
茎
に
比
定
さ
れ
る
。『
本
草
和
名
』
に
「
ト

リ
ノ
ア
シ
ク
サ
・
ウ
タ
ク
サ
」
と
あ
る
。
先
に
あ
げ
た
藤
原
宮
木
簡
に
、
漏
廬
湯
方

の
処
方
と
し
て
甘
草
、
大
黄
な
ど
と
と
も
に
升
麻
が
み
え
る
。
ま
た
、
同
じ
く
藤
原

宮
木
簡
に
、
次
の
よ
う
な
木
簡
が
み
え
る
（
（1
（

。

×
升
麻
二
両　

白
鍑
二
両　

枳
実
二
両
×

　
　
　
　
　
　
　
　

□
薬
□（

一
三
一
）
ミ
リ
×
（
一
一
）
ミ
リ　

〇
九
一
型
式

『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に
は
、
年
料
雑
薬
と
し
て
、
大
和
国
、
摂
津
国
、
伊
賀
国
、

伊
勢
国
、
尾
張
国
、
甲
斐
国
、
上
総
国
、
美
濃
国
、
上
野
国
、
越
前
国
、
丹
波
国
、

丹
後
国
、
但
馬
国
、
伯
耆
国
、
播
磨
国
、
美
作
国
、
備
前
国
、
備
後
国
、
周
防
国
、

紀
伊
国
、
阿
波
国
、
讃
岐
国
、
伊
予
国
、
土
佐
国
が
升
麻
を
貢
進
す
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。

黄お
う
れ
ん連キ

ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
植
物
オ
ウ
レ
ン
の
根
茎
に
比
定
さ
れ
る
。『
本
草
和
名
』
に
「
カ

ク
マ
ク
サ
」
と
あ
る
。
二
条
大
路
木
簡
に
「
黄
連
」
と
記
し
た
削
屑
が
あ
る
。『
播

磨
国
風
土
記
』
讃
容
郡
・
宍
禾
郡
に
も
み
え
る
。

天
平
九
年
（
七
三
七
）
の
疫
病
の
際
に
出
さ
れ
た
「
典
薬
寮
勘
文
」（
前
掲
）
に
は
、

傷
寒
に
と
も
な
う
豌
豆
病
（
天
然
痘
）
の
治
療
法
と
し
て
「
又
黄
連
三
両
、
以
水
二

升
煮
取
八
合
、
服
之
」
と
み
え
る
。

『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に
は
、
年
料
雑
薬
と
し
て
、
近
江
国
、
信
濃
国
、
越
前
国
、

加
賀
国
、
能
登
国
、
佐
渡
国
、
丹
波
国
、
丹
後
国
、
但
馬
国
、
美
作
国
、
備
中
国
、

安
芸
国
が
黄
連
を
貢
進
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

朴ぼ
く
し
ょ
う
消鉱

物
芒
消
を
加
工
し
て
得
ら
れ
る
粗
製
結
晶
に
比
定
さ
れ
る
。「
種
々
薬
帳
」
に

み
え
る
。『
本
草
和
名
』
に
は
「
出
若
狭
・
備
中
国
」
と
あ
る
。

『
続
日
本
紀
』
天
応
元
年
（
七
八
一
）
六
月
壬
子
条
に
、
羽
栗
翼
を
難
波
に
派
遣

し
て
朴
消
を
練
ら
せ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
ま
た
、『
続
日
本
後
紀
』
承
和
七
年

（
八
四
〇
）二
月
庚
申
条
に「
大
宰
府
を
し
て
例
進
の
朴
消
を
停
止
せ
し
む
」と
あ
り
、
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大
宰
府
が
こ
れ
以
前
に
朴
消
を
貢
進
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
延
喜
式
』
典
薬

寮
に
は
、
年
料
雑
薬
と
し
て
、
備
中
国
、
備
後
国
が
朴
消
を
貢
進
す
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、『
延
喜
式
』
民
部
省
下
に
よ
れ
ば
、
年
料
交
易
雑
物
と
し
て
備

中
国
が
朴
消
一
〇
〇
斤
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

皀き
ょ
う
か
く
角マ

メ
科
の
植
物
ソ
ウ
キ
ョ
ウ
の
果
実
に
比
定
さ
れ
る
。『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に
み

え
る
「
皀
莢
」
と
お
な
じ
も
の
か
。

支し

し子ア
カ
ネ
科
の
植
物
ク
チ
ナ
シ
の
果
実
に
比
定
さ
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇

一
〇
年
八
月
丙
戌
条
に
「
多
禰
島
」
の
土
毛
と
し
て
「
支
子
」、『
肥
前
国
風
土
記
』

の
松
浦
郡
条
に
「
枝
子
」
と
あ
り
、
二
条
大
路
木
簡
に
「
伊
予
国
枝
子
壱
斗
」
と
み

え
る
（
（2
（

。『
延
喜
式
』
典
薬
寮
２
蠟
月
御
薬
条
に
「
支
子
人
九
両
」
と
み
え
る
。

藍ら
ん
で
ん淀

・
青せ
い
た
い袋

本
木
簡
で
、未
詳
と
さ
れ
た
薬
物
が
、「
藍
淀
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、『
出

雲
国
風
土
記
』
や
『
延
喜
式
』（
典
薬
式
）
に
み
え
る
薬
種
名
に
「
藍
漆
」
と
い
う

も
の
が
あ
る
。
こ
の｢

藍
漆｣

に
つ
い
て
は
、
丸
山
裕
美
子
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
（
（2
（

。
一
方｢

藍
漆｣

は
、『
出
雲
国
風
土
記
』
で
は
意
宇
郡
な
ど
六
郡
に
み
え
、
典

薬
式
で
も
二
八
カ
国
か
ら
貢
進
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。『
和
名
類
聚

抄
』に｢

藍
漆
膏
」も
あ
り
、古
代
日
本
に
お
い
て
は
ご
く
一
般
的
な
薬
物
で
あ
っ

た
ら
し
い
。『
本
草
和
名
』
に
お
い
て
は
、｢

本
草
外
薬
」
と
し
て
、｢

仙
沼
子
・

続
随
子
・
藍
漆
・
撲
奈
」
を｢

已
上
四
種
、
施
用
多
験
、
但
所
出
未
詳
」
と
す
る
。

中
国
の
本
草
書
に
よ
ら
な
い
植
物
性
薬
物
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
中

国
の
医
書
で
あ
る
『
范
汪
方
』
に
は
、
こ
の｢

藍
漆｣

を
使
用
し
た
処
方
が
見

え
る
。
ま
た
近
年
朝
鮮
半
島
の
雁
鴨
池
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
薬
物
名
を
列
挙

し
た
も
の
が
あ
り
、
そ
の
中
に
三
上
喜
孝
氏
に
よ
っ
て｢

藍
淀｣

と
読
ま
れ
て

い
る
も
の
が
あ
る
。
写
真
で
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
二
字
目
の
偏
は
サ
ン
ズ

イ
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。｢

藍
淀｣

と
い
う
薬
物
は
他
に
見
え
ず
、｢

藍

漆｣

の
可
能
性
も
あ
る
と
思
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、｢

藍
漆｣

は
あ
る
い
は

も
と
も
と
朝
鮮
半
島
で
薬
物
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

ま
た
、
集
英
社
版
『
延
喜
式　

下
』
典
薬
寮
の
注
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

藍
漆　

本
草
和
名
や
医
心
方
一（
諸
薬
和
名
）に
は
、「
本
草
外
薬
」と
し
て
挙
げ
、

僕
奈
と
と
も
に
「
世
用
多
験
、
但
所
出
未
詳
」
と
あ
る
。
中
国
の
本
草
に
は
載

せ
な
い
生
薬
で
あ
る
が
、
出
雲
国
風
土
記
（
意
宇
郡
・
島
根
郡
・
秋
鹿
郡
・
楯

縫
郡
・
神
門
郡
・
仁
多
郡
）
お
よ
び
播
磨
国
風
土
記
（
讃
容
郡
）
に
見
え
、
早

く
か
ら
薬
効
が
知
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。

こ
の
よ
う
に
、
藍
漆
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
未
詳
と
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
本
木
簡

の
文
字
自
体
は
、
釈
読
の
結
果
、「
藍
漆
」
で
は
な
く
「
藍
淀
」
と
読
む
べ
き
こ
と

は
確
実
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
「
藍
淀
」
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
時
代
は
降
る
が
、
明
代
に
李
時

珍
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
『
本
草
綱
目
』
に
「
藍
澱
」
が
あ
り
、「
藍
淀
」
に
も
作
る

と
あ
る
。
そ
し
て
藍
澱
（
藍
淀
）
の
説
明
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

【
釈
名
】
時
珍
曰
、
澱
、
石
殿
也
、
其
滓
澄
殿
在
下
也
、
亦
作
淀
、
俗
作
靛
、

南
人
掘
地
作
坑
、
以
藍
浸
水
一
宿
、
入
石
灰
攪
至
千
下
、
澄
去
水
則
青
黒
色
、

亦
可
乾
収
用
染
青
碧
、
其
攪
起
浮
沫
、
掠
出
陰
乾
、
謂
之
靛
花
、
即
青
黛
」

（
時
珍
曰
く
、
澱
と
は
石
殿
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
滓
を
澄
ま
せ
て
下
に
沈

殿
し
た
も
の
を
い
う
。
ま
た
淀
に
も
作
り
、
俗
に
靛
と
も
書
く
。
南
方
の
人
は
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地
を
掘
っ
て
坑
を
作
り
、
藍
を
水
に
浸
す
こ
と
一
晩
、
石
灰
を
入
れ
、
千
回
攪

き
ま
わ
し
て
そ
れ
を
澄
ま
し
、
水
を
取
り
去
る
と
青
黒
色
に
な
る
。
ま
た
乾
し

収
め
て
青
碧
を
染
め
る
の
に
用
い
る
。
そ
の
攪
き
ま
わ
す
際
に
で
き
る
浮
沫
を

掠
め
出
し
、
そ
れ
を
陰
干
し
し
た
も
の
を
靛
花
と
い
う
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
青

黛
で
あ
る
。）　

【
気
味
】
辛
、
苦
、
寒
、
无
毒
。

【
主
治
】
解
諸
毒
、
敷
熱
瘡
、
小
児
禿
瘡
熱
腫
（
藏
器
）。
止
血
殺
虫
、
治
噎
膈

（
時
珍
）。

【
発
明
】
時
珍
曰
、淀
乃
藍
与
鍛
石
作
成
、其
気
味
与
藍
稍
有
不
同
、而
其
止
血
、

抜
毒
、
殺
虫
之
功
、
似
勝
于
藍
。
按
《
広
五
行
記
》
云
、
唐
永
徽
中
、
絳
州
一

僧
、
病
噎
不
下
食
数
年
、
臨
終
命
其
徒
曰
「
吾
死
后
、
可
開
吾
胸
喉
、
視
有
何

物
苦
我
如
此
？
」
及
死
、
其
徒
依
命
、
開
視
胸
中
、
得
一
物
、
形
似
魚
而
有
両

頭
、
遍
体
悉
似
肉
鱗
。
安
鉢
中
、
跳
躍
不
已
。
戯
投
諸
味
、
雖
不
見
食
、
皆
化

為
水
。
又
投
諸
毒
物
、
亦
皆
銷
化
。
一
僧
方
作
藍
淀
、
因
以
少
淀
投
之
、
即
怖

惧
奔
走
、
須
臾
化
成
水
。
世
伝
淀
水
能
治
噎
疾
、
蓋
本
于
此
。
今
方
士
或
以
染

缸
水
飲
人
治
噎
膈
、
皆
取
其
殺
虫
也
。

（
時
珍
曰
く
、
淀
は
藍
と
石
灰
と
で
作
成
す
る
も
の
で
、
気
味
は
藍
と
や
や
同

じ
か
ら
ぬ
点
が
あ
っ
て
、
血
を
止
め
、
毒
を
抜
き
、
虫
を
殺
す
効
力
は
藍
に
勝

る
。『
広
五
行
記
』
と
い
う
書
を
按
ず
る
に
、「
唐
の
永
徽
年
間
に
、
絳
州
の
あ

る
僧
が
噎
を
病
み
、食
物
が
喉
を
通
ら
な
い
こ
と
数
年
が
た
っ
た
。
死
に
臨
み
、

そ
の
弟
子
を
呼
ん
で
言
っ
た
。「
私
の
死
後
、
こ
の
胸
と
喉
を
開
い
て
、
何
が

私
を
苦
し
め
た
の
か
を
確
か
め
て
く
れ｣

と
。
僧
の
死
後
、
そ
の
弟
子
た
ち
は

命
じ
ら
れ
た
と
お
り
、
胸
の
中
を
開
き
見
て
み
る
と
、
一
つ
の
も
の
を
発
見
し

た
。
そ
れ
は
、
形
が
魚
の
よ
う
で
、
頭
が
二
つ
あ
り
、
全
身
悉
く
肉
鱗
の
よ
う

に
み
え
、
鉢
に
入
れ
て
お
く
と
絶
え
ず
跳
ね
踊
る
。
戯
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
食
べ

物
を
与
え
る
と
、
食
べ
る
と
こ
ろ
が
見
え
な
い
の
に
み
な
水
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
ま
た
様
々
な
毒
物
を
投
げ
入
れ
て
も
、
や
は
り
み
な
銷
化
し
て
し
ま
う
。

と
こ
ろ
が
あ
る
と
き
、
あ
る
僧
が
藍
淀
を
作
っ
て
、
少
し
の
淀
を
そ
の
鉢
に
投

げ
入
れ
る
と
、
虫
は
た
ち
ま
ち
恐
れ
惑
っ
て
逃
げ
回
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
溶

け
て
水
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
世
間
で
は
淀
水
は
よ
く
噎
疾
を
治
す
と
言
い
伝

え
て
い
る
が
、
蓋
し
こ
れ
を
も
と
に
し
て
い
る
の
だ｣

と
。
い
ま
方
士
た
ち
が

染
料
の
甕
の
水
を
飲
ま
せ
て
噎
膈
（
噎
膈
は
飲
み
込
め
な
い
病
）
）
を
治
す
と

い
う
の
も
、
や
は
り
殺
虫
の
効
力
を
と
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
藍
を
水
に
浸
し
、
石
灰
を
入
れ
、
よ
く
か
き
回
し
、
沈
殿
し
た

も
の
が
藍
淀
（
澱
）
で
あ
り
、
上
澄
み
を
と
っ
た
も
の
を
青
黛
と
い
う
と
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
藍
淀
と
青
黛
は
、
材
料
や
製
法
が
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
方
で
『
本
草
綱
目
』
に
み
え
る｢

青
黛｣

の
説
明
を
見
て
み
る
と
、
以
下
の
よ

う
で
あ
る
。

【
集
解
】
志
曰
、
青
黛
从
波
斯
国
来
。
今
以
太
原
并
廬
陵
、
南
康
等
処
、
染
淀

瓮
上
沫
紫
碧
色
者
用
之
、
与
青
黛
同
功
。
時
珍
曰
、
波
斯
青
黛
、
亦
是
外
国
藍

靛
花
、
既
不
可
得
、
則
中
国
靛
花
亦
可
用
。
或
不
得
已
、
用
青
布
浸
汁
代
之
。

貨
者
復
以
干
淀
充
之
、
然
有
鍛
石
、
入
服
餌
薬
中
当
詳
之
。

（
志
曰
く
、
青
黛
は
波
斯
国
か
ら
輸
入
す
る
。
今
は
太
原
（
山
西
省
太
原
）、
な

ら
び
に
廬
陵
（
江
西
省
吉
水
県
東
）、
南
康
（
江
西
省
星
子
県
）
等
の
地
方
の

藍
甕
の
沫
の
紫
碧
色
な
る
も
の
を
用
い
る
が
、
青
黛
と
功
力
は
同
じ
で
あ
る
。

時
珍
曰
く
、
波
斯
の
青
黛
と
い
う
も
、
や
は
り
外
国
の
藍
靛
花
の
こ
と
で
、
こ

れ
が
手
に
入
ら
な
い
と
き
は
中
国
の
靛
花
を
用
い
て
も
よ
い
。
あ
る
い
は
や
む

を
得
ぬ
場
合
は
青
布
を
浸
し
た
汁
を
代
用
す
る
。
商
品
に
は
乾
澱
を
青
黛
と
し

て
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
に
は
石
灰
が
入
っ
て
い
る
か
ら
、
服
餌
の
薬
中
に
入

れ
る
に
は
、
詳
細
の
吟
味
を
要
す
る
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
青
黛
は
本
来
は
ペ
ル
シ
ャ
産
で
あ
る
と
い
う
。
北
イ
ン
ド
産
の
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マ
メ
科
の
植
物
や
南
イ
ン
ド
産
の
キ
ア
イ
（
木
藍
）
か
ら
得
ら
れ
た｢

あ
い｣

で
あ

ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

｢

藍
淀｣

と｢

青
黛｣

は
、
効
能
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
が
、
と
く
に
波
斯
国
か
ら

輸
入
し
た
も
の
を｢

青
黛｣

と
呼
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

本
木
簡
で
は｢

藍
淀｣

と｢

青
黛｣

を
区
別
し
て
い
る
が
、
日
本
古
代
の
史
料
に

は｢
青
黛｣

｢

藍
淀｣

と
も
に
確
認
さ
れ
な
い
。

ま
た
、
本
木
簡
で
は
「
青
袋
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
袋
」
も
「
黛
」
も
、

現
代
韓
国
語
の
音
で
は
「
대
」
と
同
じ
発
音
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
音
の
漢
字
を

通
用
さ
せ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に
み
え
る｢

藍
漆｣

に
つ
い
て
は
、
高
麗
時
代
の
医
薬

書
で
あ
る
『
郷
薬
救
急
方
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
函
架
番
号
五
五
八・一
一
）
に
、

藍
漆　

本
名
藍
藤
根
、
味
辛
、
温
、
本
草
云
、
生
新
羅
、
八
月
採
、
乾
。

と
あ
る
（
（2
（

。

『
郷
薬
救
急
法
』
と
は
、
現
存
す
る
朝
鮮
最
古
の
医
学
書
で
、
高
麗
・
高
宗
時
代

の
一
三
世
紀
後
半
に
編
纂
さ
れ
た
。
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
「
唐
薬
」
で
は
な
く
、

朝
鮮
半
島
で
自
生
し
て
お
り
民
間
で
も
入
手
可
能
な
「
郷
薬
」
に
よ
る
処
方
に
つ

い
て
述
べ
た
医
学
書
で
あ
る
。
初
刊
本
は
現
存
せ
ず
、
朝
鮮
時
代
の
太
宗
一
七
年

（
一
四
一
七
）
の
重
刊
本
が
残
っ
て
い
る
（
（2
（

。
こ
の
書
は
上
中
下
の
三
巻
か
ら
な
る
が
、

巻
末
に
附
録
と
し
て
「
方
中
郷
薬
目
草
部
」
と
し
て
、
郷
薬
一
八
〇
種
に
つ
い
て
の

俗
名
、薬
味
、薬
毒
お
よ
び
採
取
方
法
が
簡
略
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
「
藍

漆
」
が
み
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
朝
鮮
時
代
の
医
書
で
あ
る
『
東
医
宝
鑑
』（
許
浚
・一
六
一
一
年
完
成
）「
湯

液
篇
巻
二
草
部
上
」
の
中
に
「
藍
漆
」
な
ら
び
に
「
藍
淀
」
の
薬
物
名
が
み
え
る
（
（2
（

。

藍
藤
根

性
温
、
味
辛
、
無
毒
。
主
上
気
冷
嗽
、
煮
服
之
、
或
作
末
、
和
蜜
作
煎
服
。
処
々

有
之
、
根
如
細
辛
、
即
今
藍
漆
也
。〈
俗
方
〉

藍
実

性
寒
〈
一
云
冷
〉、
味
苦
〈
一
云
甘
〉
無
毒
。
主
解
諸
毒
、
殺
蠱
・
蚑
疰
・
鬼

蟄
、
治
経
絡
中
結
気
、
令
人
健
、
少
睡
。
即
今
種
蒔
大
藍
実
也
。
五
月
、
六
月

採
、
実
子
若
蓼
子
而
大
、
黒
色
。〈
本
草
〉

葉
汁　
（
中
略
）

青
黛　

性
寒
、
味
咸
、
無
毒
。
主
解
諸
薬
毒
、
天
行
頭
痛
寒
熱
、
亦
治
熱
瘡
・

悪
腫
・
金
瘡
下
血
・
蛇
犬
等
毒
、
解
小
児
疳
熱
・
消
痩
、
殺
虫
。
青
黛
乃
藍
為

之
、
以
藍
造
者
乃
入
薬
。〈
本
草
〉　

青
黛
殺
悪
虫
物
、
化
為
水
。〈
丹
心
〉　

治

熱
毒
・
虫
積
・
疳
痢
、
除
五
臓
郁
火
而
瀉
肝
。〈
医
鑑
〉 

青
色
、
古
人
用
以
画
眉
、

故
曰
黛
。
即
靛
花
也
。〈
入
門
〉

藍
淀　

亦
堪
敷
熱
悪
腫
、
蛇
虺
螫
毒
、
兼
解
諸
毒
、
及
小
児
丹
熱
。
此
染
瓮
上

池
沫
、
紫
碧
色
者
、
功
同
青
黛
。〈
本
草
〉

こ
の
よ
う
に
「
藍
漆
」
は
、
朝
鮮
半
島
自
生
の
藍
を
用
い
た
薬
物
と
し
て
古
く
か

ら
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。

『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に
は
年
料
雑
薬
と
し
て
、
伊
勢
国
、
尾
張
国
、
伊
豆
国
、
甲

斐
国
、
相
模
国
、
下
総
国
、
常
陸
国
、
近
江
国
、
美
濃
国
、
信
濃
国
、
下
野
国
、
加

賀
国
、
越
中
国
、
佐
渡
国
、
丹
波
国
、
丹
後
国
、
但
馬
国
、
因
幡
国
、
伯
耆
国
、
出

雲
国
、
石
見
国
、
播
磨
国
、
美
作
国
、
安
芸
国
、
周
防
国
、
長
門
国
、
紀
伊
国
、
讃

岐
国
と
い
っ
た
、
実
に
広
範
囲
の
諸
国
か
ら
藍
漆
を
貢
進
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
貢
進
国
の
傾
向
と
し
て
は
、
日
本
海
側
の
諸
国
や
、
渡
来
人
が
集
住
し
た
国

が
多
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
比
較
的
早
い
段
階
で
、
藍
漆
の
知
識
が
朝
鮮
半
島

か
ら
の
渡
来
人
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
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［慶州・雁鴨池出土の薬物名木簡再論］……三上喜孝

註（
1
）
東
野
治
之
「
鳥
毛
立
女
屏
風
下
貼
文
書
の
研
究
」『
正
倉
院
文
書
と
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、

一
九
七
七
年
。

（
2
）
三
上
喜
孝
「
慶
州
・
雁
鴨
池
出
土
の
薬
物
名
木
簡
に
つ
い
て
」
朝
鮮
文
化
研
究
所
編
『
韓
国

出
土
木
簡
の
世
界
』
雄
山
閣
、
二
〇
〇
七
年
。

（
3
）
李
基
東
「
雁
鴨
池
か
ら
出
土
し
た
新
羅
木
簡
に
つ
い
て
」『
國
學
院
雑
誌
』
八
三-

六
、

一
九
八
二
年
。

（
4
）
橋
本
繁
「
慶
州
雁
鴨
池
木
簡
と
新
羅
内
廷
」『
韓
国
古
代
木
簡
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
四
年
、
初
出
二
〇
〇
七
年
。

（
5
）
尹
善
泰
「
月
城
垓
字
出
土
新
羅
文
書
木
簡
」『
歴
史
와
現
実
』
五
六
、
二
〇
〇
五
年
。
尹
善

泰「
慶
州
月
城
垓
字
出
土
新
羅
木
簡
に
対
す
る
基
礎
的
検
討
」〔
註
２
『
韓
国
出
土
木
簡
の
世
界
』

所
収
〕

お
わ
り
に

以
上
、
韓
国
・
慶
州
市
・
雁
鴨
池
遺
跡
出
土
の
薬
物
名
木
簡
に
書
か
れ
た
薬
物
名

を
出
発
点
と
し
て
、
日
本
列
島
の
医
薬
文
化
、
と
く
に
薬
物
に
関
わ
る
知
識
が
、
朝

鮮
半
島
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
通
し
を
述
べ
た
。
と

く
に
木
簡
に
記
さ
れ
た
薬
物
名
は
、
同
時
代
の
日
本
の
史
料
に
も
見
ら
れ
る
も
の
が

多
い
。そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、た
と
え
ば「
胡
同
律
」は
、そ
の
表
記
が
正
倉
院
の「
種
々

薬
帳
」
と
表
記
が
共
通
す
る
な
ど
、
薬
物
名
の
表
記
に
お
い
て
も
、
日
本
と
朝
鮮
半

島
で
共
通
性
が
見
ら
れ
る
点
は
興
味
深
い
。

古
代
日
本
の
医
薬
文
化
は
、
中
国
か
ら
そ
の
ま
ま
輸
入
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
文

字
や
仏
教
な
ど
他
の
文
化
と
同
様
に
、
朝
鮮
半
島
の
医
薬
文
化
の
影
響
を
強
く
受
け

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に
広
く
確
認
で
き
る
「
藍
漆
」
が
、

中
国
の
本
草
書
に
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
朝
鮮
半
島
の
医
薬
書
で
確

認
で
き
る
薬
物
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
本
稿

で
は
、
見
落
と
し
た
史
料
も
数
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
も
引
き
続
き
、
古
代
の

日
本
と
朝
鮮
に
お
け
る
医
薬
文
化
の
関
係
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
6
）
三
上
註
２
論
文
。

（
7
）
東
野
註
１
論
文
。

（
8
）
虎
尾
俊
哉
編
『
延
喜
式
下
』
集
英
社
、
二
〇
一
七
年
所
収
「
巻
第
三
十
七　

典
薬
寮
」（
丸

山
裕
美
子
氏
担
当
）。

（
9
）
奈
良
文
化
財
研
究
所
編
『
飛
鳥
藤
原
京
木
簡
』
一-

七
一
一
、
二
〇
〇
七
年
、『
木
簡
研
究
』

二
一
。

（
10
）
木
簡
学
会
編
『
日
本
古
代
木
簡
選
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
。

（
11
）
柴
田
承
二
監
修
・
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
『
図
説
正
倉
院
薬
物
』
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
〇
〇
年
。

（
12
）
『
日
本
古
代
木
簡
選
』（
註
10
）

（
13
）
奈
良
文
化
財
研
究
所
編
『
平
城
京
木
簡
』
一-

七
六
、
一
九
九
五
年
。

（
14
）
『
図
説
正
倉
院
薬
物
』（
註
11
）

（
15
）
傳
田
伊
史　
「
日
本
古
代
の
大
黄
の
貢
進
に
つ
い
て
」『
古
代
信
濃
の
地
域
社
会
構
造
』
同
成

社
、
二
〇
一
七
年
。

（
16
）
柴
田
承
二　
「
正
倉
院
薬
物
第
二
次
調
査
報
告
」『
正
倉
院
紀
要
』
二
〇
、
一
九
九
八
年
、
米

田
該
典
『
正
倉
院
の
香
薬　

材
質
調
査
か
ら
保
存
へ
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
。

（
17
）
前
註
と
同
じ
。

（
18
）
宮
内
庁
書
陵
部
『
図
書
寮
叢
刊　

新
修
本
草　

残
巻
』
一
九
八
三
年
。

（
19
）
奈
良
県
教
育
委
員
会
『
藤
原
宮
』
一
九
六
九
年
。

（
20
）
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
一
、
一
九
九
五
年
。

（
21
）
丸
山
裕
美
子
「
延
喜
典
薬
式｢

諸
国
年
料
雑
薬
制
」
の
成
立
と
『
出
雲
国
風
土
記
』」『
延

喜
式
研
究
』
二
五
、
二
〇
〇
九
年
。

（
22
）
翻
刻
は
、
金
信
根
編
著
『
韓
醫
藥
書
攷
』
ソ
ウ
ル
大
学
出
版
部
、
一
九
八
七
年
も
参
照
し
た
。

こ
こ
に
は
、『
郷
薬
救
急
方
』
の
附
録
で
あ
る
「
方
中
郷
薬
目
草
部
」
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）
前
註
書
。

（
24
）
テ
キ
ス
ト
は
、
許
浚
編
著
・
郭
靄
春
主
校
『
東
医
宝
鑑
』〔
中
国
中
医
薬
出
版
社
、
二
〇
一
三

年
〕
に
を
用
い
た
。
な
お
他
の
諸
本
で
は
「
藍
淀
」
を
「
藍
澱
」
と
表
記
す
る
も
の
も
あ
る
。

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

　
（
二
〇
一
八
年
九
月
一
八
日
受
付
、
二
〇
一
九
年
二
月
六
日
審
査
終
了
）




